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 2012 年 8 月，米国環境保護庁(EPA)と米国運輸省道路交通安全局(NHTSA)は 2017
年から 2025 年までのモデルに対する新しい車両燃費を左右する最終的な基準を公表
した．新しい基準は，1 マイル当たり年間約 5%の CO2 排出量削減の目的に基づき，

新しい普通乗用車それぞれのモデルイヤーに対する企業別平均燃費(CAFE)での増分増
加の現行システムを維持している．本レポートは，現在の燃費改善と NHTSA によっ
て予想された CAFEパフォーマンスレベルを比較している． 
 NHTSA によって予測されたパフォーマンスレベルと比較した時，CAFE パフォー
マンスにおける最近の傾向は，2012 と 2013 のモデルイヤーに対して予測されるレベ
ルを CAFE パフォーマンスが上回ることを示している．この 2 年間は現行システムが
働いている．更に，達成される CAFEパフォーマンスは，2008年のモデルイヤーから
2013 年のモデルイヤーまで年々一貫して増加している．もし，年々改善されている現
在の傾向が続けば，将来 CAFE パフォーマンスは，最新の CAFE 基準を含んだ予測さ
れているパフォーマンスレベル（および温室効果ガス削減の要望）を満たしたり、超

え続けたりすることが予測される．	 
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